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１．セット内容 
Ａ）大型カード４４枚（あ～わ）×２セット 
※ケースにそのまま入っています。 

 
 
Ｂ）大型カード追加カード１４枚×２セット（YO-01~15。ただし YO-02 は欠番） 
※宅配会社の袋に入っています。 

 赤丸位置にＹＯ－と書かれているカード 

 
Ｃ）ふくめくスタータキット×１セット Ｄ）ふくめく追加カード２０１４×１セット 

  
Ｅ）販売用 ふくめく５個 追加カード５個  

 宅配袋に入っています。 

 

返却の際には、次に使われる方のために、もとの状態へ戻してください。詳細は後述し

ております。 



２．ふくめくとは 
 「福山トレーディングカードふくめく」

は、福山の事を遊びながら学べるカードゲ

ームです。福山が大好きな学生や社会人、

行政マン、主婦の多くの福山市民で制作し

ました。 
 ひらがなが読めるようになる幼児から、

大人になっても楽しめる本格的なトレー

ディングカードゲームなど、幅広い年齢層

で楽しめる様に工夫しております。 
 市内の一部の書店、福山青年会議所、市内の企業などで購入することが出来

ます。詳しくは「ふくめく」で検索してください。 
 
 福山は、山・川・海が近く、気候も穏やかで、子育てがしやすい、瀬戸内の

魚も美味しい、新幹線ののぞみが停まる、名所も沢山あり、そして歴史や文化

があります。住んでいると、当たり前で気が付かない事が多く、「福山は何も無

い」と言ってしまいがちですが、福山は探せば幾らでも文化や名所、食など、

地域の宝物が至る所にあります。 
この「ふくめく」は、そんな福山の事を遊びながら知ることが出来る一つの

ツールです。ただし、カードは福山を知る入り口でしかありません。お子様と

福山をカードを切っ掛けに福山探検をしてみて欲しいと考えています。きっと、

福山の新たな発見があるはずです。 
 
私たちが住む福山を愛するということは、この福山を古代から住んでいた先

祖、福山を開拓した先祖、福山に住む家族、そして福山に住んでいる地域の人

を愛する事にもつながると思います。そして、その愛する市民が増えること事

が、さらに福山がより住みやすいまち、素敵なまちになるのだと思います。 
そんな思いを込めた「ふくめく」を使って頂けることに感謝いたします。 
 



３．取り扱い、返却方法 
 Ａ３の大型カードは、２重のラミネートでパックしてあります。制作は、ボ

ランティアで行っており、大変な労力がかかっております。長く、多くの方に

使って頂きたいと思っておりますので、大事に使ってくださるようお願いしま

す。 
 大型カードは、体育館や教室など室内で使用する事をイメージして作ってお

ります。運動場などの土の上で行う場合は、必ず相談してください。 
 
１）使用前について  
・内容物をイベントの前に必ず確認してくださ

い。当委員会では、前回使用者の返却状態のま

ま、お貸ししているのでチェックを行っており

ません。 
・前回使用者の方が、あいうえお順で並べてく

れていると思いますので、そろっているか確認

ください。 
・チェックシートで、破損、紛失状況をチェッ

クしてください。破損がある場合は、△を印し

てください。紛失の場合は×を記入ください。 
・追加カードは使わない場合も、チェックをお

願いします。 
・お金に関わる、新品の商品の数だけは確認し

ておりますが、間違い無いことを確認ください。 
 
２）使用後、片付けについて 
・埃の多いところで使用した場合は、雑巾などで拭いて返却ください。水で洗

っても大丈夫ですが、良く乾かして重ねてください。 
・片付ける際に、使用後の状態をチェックして、返却ください。 
・大型、小型ともに１セット毎あいうえお順に並べ、追加カードは１セット毎

YO の番号順に並べてください。 
・返却時に、破損もしくは紛失したカードがあった場合は、必ず申し出てくだ

さい。 
 
３）破損、紛失の場合 
 子ども達が扱うものなので、破損、紛失については基本的には補償を求めま

せんので、必ず申告ください。ただし、あまりに多くの枚数の破損や紛失につ

いては、制作費を頂くこともありますので、ご注意ください。 
 
 １枚の制作に以下の費用がかかってます。大切に使ってくださいね。 
Ａ３印刷代（裏表）40 円 ＋ ラミネート代（２重）30 円 ＝ 合計 70 円 
ボランティア作業時間 5 分 



４．運営ノウハウ その１（開催前の検討事項） 
 基本セット４４枚で遊ぶのが基本です。読み札は、スタータキットの緑の読

み札を使ってください。 
 
検討事項 
１）予習させるかどうかについての検討 
 
 ふくめくは、最後まで読まないとカードが

取れない様に一番下の句に取るべきカード

が記載されています。従って、覚えている子

どもは、早く取りに行くことが出来ます。あ

らかじめ、カードの一覧を配布して予習させ

ておくと、当日早く取りに行く子どもが出て、

盛り上がる可能性があります。ただし、覚え

ていないと、取れない子どもも出てくる可能

性もあるので、運営側で検討ください。 
 
※予習させる場合は、ファイルの最後に一覧

表がありますので、コピーして使用ください。 
 
２）使用するセット数の検討 
 参加する人数、会場の大きさにあわせて１セットで行うか、２セットで行う

か、検討ください。教室だと１セットが限界だと思います。体育館などなら、

２セット並びます。 
 
３）追加カードを加えるかどうかの検討 
 追加カード１４枚を加えると、同じ「あ」や「ふ」

が複数出てくるので、かなり難しくなります（お

手つきする子が増える）。ひらがなを覚えたばか

りの幼児以下では、追加カードを混ぜると場が混

乱するのでおすすめしません。 
 この１４枚は、２０１４年に夏休みの宿題とし

て、市内の子ども達が応募してくれた中から選ん

だカードです。鞆や中心市街地以外のカードが増やされていますので、中身を

一度ご覧になり、もし学区や近い場所のカードがあるようであれば、混ぜて使

用してもらう方が、子ども達も身近な場所が出てくるので喜ぶと思います。 
 小学生以上であれば、お手つきしたら一回休みなどルールを加えれば、盛り

上がると思います。 
 
 
 



５．運営ノウハウ その２（安全対策の検討） 
 体を動かしてカードを取りに行くので、子ども同士の衝突事故や転んでの怪

我などが考えられます。事故が起こっても、当委員会は責任を持てませんので、

人数にあわせた、年齢に合わせた安全対策を検討して実施してください。 
 安全対策は非常に重要なポイントなので、役員の方で必ず話し合って決めま

しょう。 
 
１）開始の状態の検討 
 スタートラインを決めて一斉に取りに行かせるのか、それともカードを並べ

ている場所で自由にスタートさせるかの検討を行ってください。 
 
◎スタートラインを決める場合 
 スタートラインを一方向、もしくはＬ字２方向

にして行うと、衝突事故が少なくなります。対面

からのスタートは、衝突事故に繋がるので絶対に

しない方が良いです。 
 スタートラインを決めると、いちいちそこに戻

るのが結構しんどかったりします。大人がやる場

合は、特にそう感じます。 
 
◎スタート位置が自由な方法 
 広い場所で行う時に有効。ばらまかれたカード

のどの位置からスタートしてもＯＫとする方法。

スタート位置に何度も戻らなくて良いので、時間

短縮に繋がる。また、どこにカードがあるか歩き

ながら、見ることが出来る。 
 
２）セット数の検討 
 ２セットで行うと取る対象のカードが２枚に

なり、１枚に人が集中しないため、衝突の確率は下がります。しかし、ラミネ

ートで処理してありますので、カードの上を歩いたり、カードが重なると、滑

りやすくなります。カードが多くて歩く場所が無いほどになると、滑る危険性

が高くなります。人数や会場の大きさで使うセット数を検討ください。 
 
３）やめ時を決めておく 
 残り枚数が少なくなったら、１枚のカードに集中しがちなので、残りの枚数

が１０枚になったらとか、５枚になったらなど、途中でゲームをやめる。あら

かじめ、やめる枚数を決めて、スタートした方が子ども達も納得します。 
 
４）数を減らして配置する 
 会場が狭いなどの場合は、配置するカードの数を減らす方法もあります。 



６．運営ノウハウ その３（読み札の読み方） 
 基本的には、読み札を読み上げて、カードを取るということでゲームをすす

めます。読み手は、子どもがカードを早く取ってしまっても、読むのを途中で

やめず必ず最後まで読んでください。そのことにより、皆

さんに福山の事のより知ってもらえますし、ゲームを２回

目３回目とするのであれば、覚える子どもが増えて、より

白熱します。 
 
 
１）読み札の読み方 

祈り込め 茅の輪をくぐり 素盞嗚神社（すさのおじんじゃ） 

の 「す」 

と最後に○字の字を読む。中々見つからない時は、再度、「素

盞嗚神社 の  す 」と繰り返してください。もちろん最初から

繰り返しても良いです。 

 

 各札を読み始める前に、笛、太鼓などで合図をしてから読むか、「読みまーす」と合

図してから読む方が、子どもが聞く体制になるので、良いと思います。 

 
２）審判、ジャッジ 
１人の読み手と、ジャッジが１名以上居た方が運営しやすいです。 
同時に取った場合の判断（じゃんけん等）、危険行為やスタートラインの指示な

ど、審判してあげてください。 
 
３）読み札の練習 
 初めて読み札を読まれる方は、練習を行っていた方が良いです。子どもが仮

にふくめくをしたことがあった場合、読み札の読み方が間違っていたり、切る

場所が間違っていたりするとちょっと恥ずかしいです。 
 
 特に切るところを間違えやすいのが以下のカードです。 
 
救済の こころを町に そそぐ「義倉」 の き 
晴れるかな 明日は遠足 飛ばす「下駄」 の け 
ぎんぎらと 八尋の山に 沈む「夕日」 の ゆ 



７．運営ノウハウ その４（かるた遊び方のアレンジ） 
 大型カードは体を動かすので、普通にやっても十分に楽しめると思います。

ただ、何度も行う場合は、アレンジを行ってやる方がより盛り上がると思いま

す。親子の交流、子ども達の交流が進む遊び方を検討してみてください。 
 
・対抗戦 
 男子対女子、大人対子ども、先生対

子ども、赤帽子対白帽子、クラス対抗

など、対抗戦。チーム毎の枚数で勝負

を競う。 
 対抗戦の場合、チーム全員が出て行

っても良い。もしくは、参加者が多い

場合はチームから４名８名など決めて、

徒競走のように順々に入れ替わってカ

ードを取る様にすれば、参加者が多い

場合は人数の調整をすることが出来ま

す。 
 
・二人三脚、手つなぎ 
 親子や子ども達で二人三脚や手つな

ぎして、カードを取るというルールは、

スキンシップに繋がる。 
 
・お手つきルール 
 お手つきをしたら、１回休みなど、

ペナルティーをつけると、慎重に取る

ようになります。 
 
 
 ※ もし、他に良い遊び方を考えら

れたら、事務局に教えてください。 

赤白対抗での実践写真 

親子で手つなぎでの実践写真 



８．かるた以外の遊び方 
・しりとり遊び 
 司会者が最初の１枚の大きいカードを取り、このカードでしりとりをしてく

ださい。と伝え、参加者が言葉になるカードを選んで、司会者に持って行く。

司会者は、最初の持っていたカードを持ってきた子どもに与える。持ちカード

が多い子どもが勝ち。 
 
例： 
司会者：あぶと観音の「あ」から始まる言葉のお尻の言葉のカードを持ってき

てください。 
子どもが「い」のカードを持ってくる。 
子ども：あじさ「い」 
司会者：あじさい。良いねぇ。では、もとの「あ」のカードは差し上げます。

では、いろは丸の「い」から始まる言葉のお尻のカードを持ってきてください。 
子どもが「こ」のカードを持ってくる。 
子ども：いん「こ」 
司会者：いんこ。良いですね。では、もとの「い」のカードは差し上げます。

では、蝙蝠山の「こ」から始まる、言葉のお尻のカードを持ってきてください。 
の繰り返し。 
 
最初に一回参考例を行って本番に入る方が良い。 
ある程度枚数が少なくなると、難しくなるので、適当なところで終了させる。 



８．その他 
 何か不明な点があれば、メールか電話をしてください。小さなカードで、テ

ーブル上で大会などしたいということであれば、小さいカードのセットをお貸

しします。 
  
 当委員会もボランティアで活動してお

り、スタータキットなどの購入をして頂け

ると、活動資金になり、ばら祭や子どもフ

ェスタなどの運営が行いやすくなります。

無理にとは申しませんが、楽しかったので

買いたいという方がおられたら、販売して

頂けると助かります。 
 
 また、基本的に５月のばら祭り、１１月

の子どもフェスタで大会を行っておりま

す。景品、参加賞がございますので、是非

参加してください。それ以外にも、突発的

なイベントでの体験会や大会を実施して

おります。ＨＰなどでご確認ください。 
 
 
 
 
 福山トレーディングカードふくめく制作委員会  
 ホームページ 「ふくめく」で検索 
 福山市西町２－３－１９－３Ｆ 青葉設計事務所内 担当：越智 
 ｆｕｋｕｍｅｋｕ＠ｇｍａｉｌ．ｃｏｍ 
 ０９０－４４１１－０７９０ 
 


